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Abstract 
Many workers have offered various useful theoretical and experimental results in nucleate 
boiling study. It is seem巴dto be expected that these are more confirmed by the fact that nucle回
ate boiling phenomenon can be simulated in arbitrary conditions. This paper is attempted to 
simulat巴 nucleateboiling by computer model based on the results. G巴nerally，nucleate boiling 
is successive of many linkage cycles， each cycle being composed of bubble generation-growth-
departure咽waiting-generation. Data obtained up to the present day by investigaters have been 
applied to each stage. The effect of the separation on the thermal boundary layer by agitation 
of bubbles is neglected， and the modi五edJacob's relation， fdoニconstant，is applied to the check 
of present results， bar is meaning of ensemble mean over the boiling五eld.
Relatively increasing or decreasing heat flux， present value of the constant tends to deviate 
from the one by other investigaters. Mainly it se巴medto be questionable on the treatment of 







































Qo = VorvLN ( 1 ) 
②については気ほうの存在しない領域であり次のように求められる。すなわち自然対流
熱伝達の場合を想定するならば，その場合は N旬数と Ra数の 2つの無次元数で整理できるこ
とが知られている。乱流領域に対してすなわち 2x107<Rα<3 x 1010の範囲では Nu数は (2)式
で表わされる1)。
Nu = CR)!3 (2) 
Cは定数であり Ra数を代入すれば (3)式が得られ，②の場合の伝熱量が計算される。
r sg(T切 - T oo)4a2 11/3 
Qcロ crcpトー ν I ( 3 ) 
したがって全体の伝熱量 Ql'は①と②の和として算出され
Q戸会Qc+Qo (4 ) 
(20) 
















































f do = constant (6 ) 
本報告では気ほうはあらかじめ設定されたサイトすべてから，ある確率で発生するものと
考えているので，伝熱面上全体の平均値として次のようにかく張して表わす。すなわち
































5 6 7 8 9 10 11 oc 
過熱度と離脱気ほう数の関係















































6~70C 附近にあると推察される。第 7 図は第 5 図を両対数グラフに表現し直したものであり，
発生気ほう数 N と過熱度の関係が次式のように得られる。
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核沸騰のディジタノレ・シミュレーション (第 1報) 25 
総伝熱量と過熱度の関係は次式で示されることがわかる。
QTQに L1Tn (9 ) 
ここで nの値はその直線の勾配から 4.2となり， 一般に報告されている指数値2.5-46)の聞の
ほぼ上限附近にある。
(8)， (9)式より発生気ほう数 N と総伝熱量 QTの関係を求めれば次式のように表わされる。
0 0cN ~ 
Jの値は1.2と算出される。
4. 実行結果に対する検討
ここに得られた (8)(9) (10)式の関係だけから， 使用したモテ、ルのよしあしを判断すること
は多少無理があると思われる。その最も大きい理由は (3)式の定数 Cの値は本報告で採用した















よる影響については 5通りの分布状態を選び，表中の case1-case 5の欄により表わした。ま
たそれぞれの分布状態の場合については試行回数によりそれぞれが持つ値の平均値に対する比
を No.1-5の欄に記し， さらにそれらの平均値の全 caseに対する平均値との比を Mean欄
に示した。したがってこの表から判断されるように分布状態の相違によるパラツキは一つの分
布状態における場合の乱数を変化させた時のノくラツキと間程度のゆらぎを示していることがわ
















6. 記 号 表
A却: ぬれ面積 (m2) Qr: 総伝熱量 (kcal/m2h)
Ar: 伝熱面総面積 (m2) Tw: 伝熱面温度 (UC)
C: 定 数 T∞・ 館和水温度 (OC)
L: 水の蒸発潜熱 (kcal/kg) LlT: T，e-T由
N: 発生気ほう数 (1/m2h) Vo: 気ほう体積 (m3)
Qo: 気ほうの運ぶ熱量 (kcal/m2h) A: 伝熱面面積 (m2) D=/A 
Qc: 対流による伝熱量 (kcal/m2h) α: 熱伝達率 (kcal/m2hOC)
α: 温度伝導率 (m2/h) 戸: 熱膨張率
Cp: 水の比熱 (kcal/kgOC) r: 水の動粘性係数 (m2/h)
。:重力加速度 (m/日) pz : 水の密度 (kg/m3)
t: 時 間 (h) pz : 蒸気の密度 (kg/m3)
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